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ボランティア体験記  ～「老いていく」という認識～ 

 

ボランティアを始めてから、気づいたことがあります。 

若年、中高年、スタッフの皆さんの年齢は様々ですが、「利用者さんは、日々老いていく」という現実に、悪く言えば

「鈍感」な方が少なからず多いということです。 

それは日ごろお年寄り、といわれる利用者さんに囲まれてお仕事をしておられるので気づけない気付かない環境という

現実があります。しかし、一番敏感であるべきだということです。 

 

私ごとですが、母が六人兄弟の末っ子で長女～末っ子で「二十年」の歳の差がある環境で育ちましたので、法事やなに

かしらのことで兄弟姉妹集まった時の雑談が、幼い私には印象的でした。（私にとっては高齢の叔父叔母です） 

 

子供が独立する、すると話題は結婚の話です。どんなふうに嫁、婿と接すればいいのか、嫌われない姑、舅になりたい。

世代間のジェネレーションギャップの話で盛り上がる。 

 

そして孫が生まれると、今度は孫の話です。孫の心配の話や近況で盛り上がる。 

 

そして最後が「老い」の話です。健康食品の○○が健康に良い、とか、五十代までなんともなかったのに最後のひと踏

ん張りが、六十代ではきかなくなってくるのはどうしてだろう？ 

また七十以降ですと、やはり認知症は嫌だ、ということ、足腰の辛さ・・。 

この頃忘れっぽくなってきた、ボケを防ぐにはどうしたらよいのだろう、施設ってどうよ、という話です。 

 

昔は部屋のすみで聞き流していましたが、大人になるにつれて、そういう話の意味がひとつひとつわかってきました。 

それは確実に人は老いてゆくということ。そして晩年になればなるほど、一日、一日の重みが若いころと違うという事

です。 

 

私が通っている施設でもみなさんお元気ですが、それはかわりません。 

施設に高齢の方がおられます。半年前までは、お風呂あがりでもなんとか三枚習字ができておられました。 

しかし、この頃は、のぼせて書けないのですみません、と言ってこられるようになりました。 

スタッフは、「いつも書いておられたではないですか、書いてください」、と言われますが、その方は加齢の小さな積み

重ねで集中力が確実に落ちつつあり、老いてゆかれているのだということにスタッフは気づいていないようでした。 

それで私は、無理は危険だと思い、なんとかお風呂とお習字の順番を逆にできないか、ということを提案し、スタッフ

と考えて、その方が、なんとかまた習字ができる環境を整えられないか、現在模索しているところです。 

 

では、施設に通わせている家族はどうなのでしょうか？ 

無論、「老い」には敏感です。家族が確実に老いてゆくことに、一抹の悲しさと、まだまだ元気で過ごしてもらい 

たい、と強く願っているからこそ、施設に通わせていると言っていいと思います。 

 

 

スタッフは、老いに鈍感、家族は逆に敏感。とすれば、両者の見当違いが引き起こす大変な状況もでてくるかもしれ

ないということです。以下に起きうる例をあげてみました。 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Aさん現在 80歳。 

この頃いつもは血圧が低かったのに、乱高下しつつ高くなりつつあり、家族は心配しています。楽しみにしている施設

での入浴を、その日は、いつもとなにか違う気がした家族は念のためスタッフに「今日は入浴をやめさせてほしい」と

連絡をします。 

そして入浴の時間がやってきて「お風呂に入りたい、大丈夫だ！」と A さんがしきりに言うのでバイタルなどチェッ

クして医学的に大丈夫だと判断したスタッフは、本人の意向を尊重して入浴をしてもらうことにして、入浴。そしてい

つもと変わりなく送迎を終えた。 

 

その夜、Aさんは体調を突然崩し、緊急入院してしまった。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

びっくりした家族が「家族がわざわざ、連絡したのに、これはスタッフが入浴をさせたせいだ」と、感情的になり施設

の対応に怒りをあげたとしたら？最悪、亡くなった場合、訴訟沙汰にもなりかねません。 

 

現実に、このようなことも起こり得るということ。 

何度も書きますが「老いてゆく」ということについて、自分はどうなのか、ということを今一度振り返ってもらいた

いと感じています。 

 

 

 

 

 

 

 


